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要     旨 

【緒言】                                          

環境光と抑うつ気分には負の相関があり、普段から光を多く浴びる人の方がすっきりとした気分である 

と報告されている。この研究の目的は、健常な被験者において、環境光と機能的に関連のある脳部位を

調査することである。                                     

                                              

【研究対象及び方法】                                    

28名の健常な成人の被験者（男性 16 名、女性 12 名）を対象に脳画像研究を行った。年齢は 30.1 

±8.8 歳であった。全ての被験者は 5 日間、アクチグラフィを用いて環境光値を測定された。環境光値

測定後に、18F-fluorodeoxyglucose (FDG) positron emission tomography (PET)を撮像した。また、

18F-FDG PET撮像前に採血を行い、血清メラトニン値を測定した。                
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精神症状の評価として、Hamilton Depression Rating Scale（HDRS）、Beck Depression Inventory

（BDI）、Young Mania Rating Scale（YMRS）を測定した。環境光値と血清メラトニン値や精神症状

評価尺度との相関は Pearson の相関係数を用いて分析した。統計解析には SPSS ver. 21を用いた。環

境光と脳機能画像との関係は、SPM8 を用いて脳画像解析を行った。                                                               

                                              

【結果】                                          

測定した環境光値には偏りを認めたため、対数変換して正規分布した Log変換後の環境光値を解析に用

いた。Log変換後の環境光値は血清メラトニン値と有意な負の相関を認め、HDRS・BDI・YMRSとは

有意な相関を認めなかった。Whole brain analysis の結果、Log変換後の環境光値は、左小脳虫部の糖

代謝と有意な負の相関を認めた。さらに、共変量として年齢・性別・血清メラトニン値で補正しても、

同部位の糖代謝は Log変換後の環境光値と有意な負の相関を認めた。                 

                                              

【考察】                                          

今回の結果は、環境光と左小脳虫部の機能が関連することを示唆する。小脳は、感情や行動を制御する

機能に関与しており、小脳虫部の血流が増加すると健常成人やうつ病患者で抑うつ気分が出現したとの

報告がある。そのため、小脳虫部は気分の高揚を抑制している可能性がある。今回の結果では、普段か

ら環境光を浴びている人ほど、左小脳虫部の脳代謝機能が低いと考えられる。これらを組み合わせると、

環境光により、気分に抑制的に働く小脳虫部の機能を抑えて抑うつに傾くことを予防している可能性が

示唆された。問題点としては、被験者数が比較的少ないことが挙げられた。             

                                               

【結語】                                           

今回の結果から、健常な成人の被験者において、左小脳虫部と環境光が関連していることが示唆された。  

                                              

                                              

 


